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１．石油業界のカーボンニュートラルに向けたビジョン（目指す姿） 1
石油業界は、サプライチェーンや製品の脱炭素化の取り組みの加速化や、既存インフラが活用できる革新的
な脱炭素技術（①CO2フリー水素、②合成燃料、③CCS・CCU（カーボンリサイクル）など）の研究開発と社会
実装に積極的にチャレンジすることで、事業活動に伴うCO2排出の実質ゼロ（カーボンニュートラル）を目指す
とともに、供給する製品の低炭素化等を通じて、社会全体のカーボンニュートラルの実現に貢献します。

(1)自社の事業活動に
伴うCO2排出削減
（Scope 1+2）

①省エネ対策の強化・燃料転換の推進

③精製プロセスの変革
（CO2フリー水素の活用等の技術開発）※

④ CCS・CCU（カーボンリサイクル）の技術開発※

②再エネ・ゼロエミ電源の活用・開発促進

既存対策の強化・技術開発 実用化に向けたチャレンジ

実用化

実用化

2030年 2050年

(2)供給する製品に
伴うCO2排出削減
（Scope 3）

①第１世代バイオ燃料の活用

③次世代バイオ燃料の導入

⑤合成燃料 e-fuel
（カーボンリサイクル）の技術開発※

②内燃機関(エンジン）の燃費向上に資する燃料開発

④ CO2フリー水素の技術開発※ 実用化

実用化

現在
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(3)CO2排出削減・
吸収源対策

①バリューチェーンの低炭素化（環境配慮型製品、潤滑油等）

④廃プラリサイクルの技術開発※

②水素ステーション、EV充電のインフラ整備
③再エネ事業の拡大・開発促進

⑤水素供給事業の技術開発※

実用化
実用化

※革新的技術。
実用化には国際展開等を含む

⑥石化製品の原料転換（バイオマス・カーボンリサイクル）※ 実用化

ユーザーや社会意識の変化、自動車産業等の変化

⑦ CCS・CCU（カーボンリサイクル）の技術開発※ 実用化



石油業界は、カーボンニュートラルの実現に向け、これまで培ったアセット・人材・産業界のネットワークを
生かし、CO2フリー水素、合成燃料、CCU（カーボンリサイクル）などの「革新的技術開発」に挑戦します。

実用化に
向けた

チャレンジ

（注） 表中の対策No.は、ビジョンの３つの分野（１）～（３）で取り上げている技術に割り振られた番号に相当します。

対策
No.

技術開発
年度

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2050

（２）②
内燃機関（エンジン）の燃費向上に
資する燃料開発

（２）③ 次世代バイオ燃料の導入・技術開発

（１）③

（２）④
CO2フリー水素の技術開発

（２）⑤
合成燃料e-fuel（カーボンリサイクル）
の技術開発

（３）④ 廃プラリサイクルの技術開発

（３）⑥
石化製品の原料転換（バイオマス・
カーボンリサイクル）

（１）④

（３）⑦

CCS・CCU（カーボンリサイクル）の
技術開発
具体的には、CCU（炭酸塩プロセス）等

研究開発 実証事業

２．革新的技術開発のアクションプラン 2

技術開発から社会実装に至る取組に対し、長期にわたる予算・税制・金融面での大胆な支援をお願い致します。

社会実装を含む
実用化に
向けた

チャレンジ



３．水素社会の実現に向けて
（CO2フリー水素のサプライチェーン構築、水素とCO2の合成燃料e-fuel）

3
➀ CO2フリー水素のサプライチェーン構築に向け、既存インフラを活用できる革新的技術の開発と社

会実装などに取組み、水素社会の実現を目指します。
② 水素とCO2の合成燃料「e-fuel」は、水素を既存の石油サプライチェーンや機器で利用する手段と

して、また、CO2再利用（カーボンリサイクル）の観点からも、その実現に向け取組を進めます。

CO2フリー水素のサプライチェーン(一例)
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既存の石油サプライチェーン（SSなど）や
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備蓄が容易で緊急時の対応にも有効
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４．カーボンニュートラルを実現する製油所のビジョン 4

H2

バイオマス
（持続可能なもの）

製品

燃料
化学
製品

H2

CCU（炭酸塩）

石油精製プロセス
（既存）

カーボンニュートラル製品製造プラント
（既存装置・プロセスの改造）

燃料
化学
製品

原料

製油所

バイオ系・カーボンリサイクル系・CO2フリーエネルギー石油系

CO2フリー水素
アンモニア※

液化
水素

有機
ハイドライド

アンモニア

CO2フリー水素
（液化又は水素キャリアで輸送）

改造 新設

CO2フリー水素キャリア物質製造プロセス

CO2

廃プラ等

H2

FT合成

合成燃料
（e-fuel）

化学原料

有機
ハイドライド

脱水素 H2

（常温液体）

省エネ強化

再エネ活用

H2

CO2フリー水素活用

①合成燃料（e-fuel）等を製造するFT合成プロセス ②水素キャリアから脱水素プロセス 等

燃料電池
発電・産業用燃料

カーボンニュートラルな
燃料・化学製品

合成燃料(e-fuel)
バイオ燃料

建築・土木用
セメント原料等

原油

より炭素負荷の低い
石油製品

※水素キャリアとして
発電や産業用燃料を
想定



５．カーボンニュートラルに向けた製品の脱炭素化（イメージ） 5

CO2フリー水素、合成燃料、次世代バイオなどの
革新的技術開発

研究開発・実証事業 社会実装を含む実用化

石油製品
（燃料・化学原料）

バイオマス由来
燃料・化学原料

カーボンリサイクル
合成燃料（e-fuel）

化学原料

CO2フリー
水素

ＣＣＵ
（炭酸塩）

2050年カーボンニュートラル実現に向け、CO2フリー水素、バイオマス（持続可能なもの）、回収CO2
などを活用する「革新的技術開発」に取組み、生産する製品を、カーボンニュートラルなものにシフト
していきます。



６．主要各社の温暖化対策や新事業展開に向けた取組み 6
総合資源エネルギー調査会 資源・燃料分科会 第31回（3/2） 資料2より



・石油業界は、様々な革新的技術開発に挑戦し、自らの事業活動によるCO2の実質ゼロ

化を目指すとともに、社会全体のカーボンニュートラルの実現に貢献していきます。

・革新的技術開発と、その社会実装には長期に亘る多額の資金が不可欠です。政府の

大胆かつ長期的な支援（財政・税制・金融）を、よろしくお願いします。

2050年カーボンニュートラルの実現に向けて

石油業界は、持続可能な社会の構築に積極的な役割を果たす「サステイナブルな

石油」の実現を目指してまいります。

７．今後の方向性・政府への要望 7
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